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ナ氾濫原のマイメンシンを選定した。デウリ村において表層から深度約 15 m の範囲では上位から黄褐
色のシルト層、灰色の粘土層、数枚の砂層およびピート層、そして最下位に帯水層である灰色の砂層
 が厚く堆積し、ORP は土色が暗灰色になるにつれて低下した。堆積物のヒ素および重金属濃度は砂層
















3- (＞2 mg L-1)が検出されたことから、ヒ素とリン酸のイオン交換
により地下水中にヒ素が溶出していることが示唆された。そこでデウリ村で採取したピート試料（ヒ












































10m に分布するピート層のヒ素濃度は最高 65mg kg-1と、デウリ村のそれに比べて低い。下部層は全体
的に赤または褐色を呈する粘土からなる。下部層の ORP は酸化的な値を示し、ヒ素濃度はかなり低い。
これらのことから、地下水へのヒ素溶出は地質学的背景に大きく依存していることを示し、また、地
下 7-10m に分布するピート層がヒ素の供給源であることを明らかにした。 
 デウリ村ではピート層が厚く堆積していること、また、現地の地下水中から、高濃度の PO4
3- (>2 mg 
L-1)が検出されたことから、ヒ素とリン酸のイオン交換により地下水中にヒ素が溶出していることが





りの料が抽出され、それぞれの濃度を 10mM および 100mM に設定したときの抽出率は、蒸留水を用いた
場合の 20 倍および 200 倍となった。また、還元条件下で抽出量は増大した。モデルカラムによる溶出
実験では、供給されるリン酸の濃度が高くなるにつれてヒ素溶出量も増大したが、カラム内の pH、ORP
は一定の値を保った。以上のように、デウリ村で採取したピート試料から、pH や ORP の条件により、
また、リン酸とのイオン交換およびキレート作用によってヒ素が容易に溶出することを明らかにした。 
 バングラデシュの地下水ヒ素汚染は地質学的背景に大きく依存していることが明らかになり、汚染
の深刻な地域は主として完新統氾濫原である。この地下 7-10m にはヒ素を高濃度で蓄積しているピー
ト層が存在し、ここからリン酸イオンとの競合交換やキレート作用などによって地下水中にヒ素が溶
出している。今回対象とした調査地域においては、地下水位は乾季と雨季の間におよそ 5m 変動する。
このような地下水環境にあって、灌漑用の地下水利用の激増や、過剰な肥料散布などの農業活動が、
土壌環境を変化させ、結果としてピートからのヒ素溶出を促進させることによって地下水のヒ素汚染
を招いているのではないかと推論した。 
 バングラデシュのヒ素汚染についてはこれまで多くの研究が行われてきているが、ヒ素の供給源と
溶出機構を実験的に示した報告はなく、本研究で初めて高濃度のヒ素がピート層に集積していること
を明らかにするとともにそこからの溶出を実験科学的に検証した知見は、極めてオリジナリティが高
 く、世界中の地下水ヒ素汚染対策にも大きく貢献できると考えられ、学位論文として十分な価値を有
するものと判定された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
